
ロンドンの1868年は、ウォルト・ホイットマン（WaltWhitman1819�1892）

とウィリアム・ブレイク（WilliamBlake1757�1825）が異常接近した年である。

ラファエロ前派のひとりW.M.ロセッティ（WilliamMichaelRossetti1829�1919）

編『ホイットマン撰集』（PoemsbyWaltWhitman）が、ロンドンの出版社主ジョ

ン・キャムデン・ホッテン（JohnCamdenHotten）から出版されたのが1868年。

詩人A.C.スウィンバーン（A.C.Swinburne1837�1909）著『ウィリアム・ブレ

イク 批評的エッセイ』（WilliamBlake,ACriticalEssay）が『ホイットマン撰

集』と同じ出版社から出たのも 1868年。さらにモンキュア・コンウェイ

（MoncureConway1832�1907；図1）によるスウィンバーンのブレイク論書評「評

論」（・CriticalNotices・）が、「フォートナイトリー・レビュー」（TheFortnightly

Review［1865創刊］）誌に掲載されたのも1868年のことだった1。
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＊本稿は、第80回日本英文学会（2008年5月25日、広島大学）におけるシンポジュ

ウム「ホイットマンの親戚」での発表原稿を基にしている。『第 80回大会

Proceedings』（日本英文学会編、2008）所収のシンポジュウム要約「ホイットマン

の親戚 大西洋にかける橋」167�169頁と一部重複する。



以下の論考において、英国におけるホイットマン受容の特徴が如何なるもの

であったかを、ロセッティ編『ホイットマン撰集』出版に関与した人物を中心

に考察する2。本稿で取り上げるのは、ロセッティのほかに詩人スウィンバー

ンとコンウェイである。とくにコンウェイは、アメリカ（ホイットマン）と英

国（ブレイク）を結ぶ架け橋的な働きをした人物であった。ロセッティ、スウィ

ンバーンそしてコンウェイの3人が、期せずして1868年にブレイクを英国側

におけるホイットマン の「親戚」と見立てた理由とその根拠を探り、そこか

らふたりの詩人の「親戚度」を以下において測ってみたいと思う。ブレイクと

ホイットマンは、これまで欧米のみならずわが国においても「親戚」同様の扱

いをされてきたが（図２）、しかしながらその根拠は何かという点になると、

いまだまとまった論考が出ていないように思われる3。
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１ William MichaelRossetti,ed.,PoemsbyWaltWhitman（London:JohnCamden

Hotten,1868;ANew Ed.London:ChattoandWindus,1901）;AlgernonCharles

Swinburne,WilliamBlake:ACriticalEssay（1868）,ed.withanintroductionbyHughJ.

Luke（UofNebraskaP,1970）;MoncureConway,・CriticalNotices,・TheFortnightly

Review.III（newser.February1868）:216�220.

２ PoemsbyWaltWhitmanの周辺には、Blakeに関わりのある人物が不思議と多い。

たとえば、Rossetti自身も関与したBlake伝TheLifeofWilliamBlake,2vols.（1863）

の作者AlexanderGilchristの妻AnneGilchrist、娘のGraceGilchristなど。前者に

は・AWoman・sEstimateofWaltWhitman・（TheRadical［May1870］:345�359）と

いう熱烈な Whitman賛美の文章があり、 後者にも ・Chats with Walt

Whitman・（TempleBar113［February1898］:200�212）という、Whitmanの近くに

滞在しての印象記が残されている。

３ 英国における Whitman受容を論じたものとしては、HaroldBlodgett,Walt

WhitmaninEngland（Ithaca:CornellUP,1934）がいまだにその価値を失っていな

い。ただ Blodgettが扱うのは、PoemsbyWaltWhitman出版以降のこと（W.M.

Rossetti,EdwardDowden,JohnAddingtonSymonds,Tennysonなど）であり、Blake

は取り上げられていない。本稿では、BlakeとWhitmanを結ぶ「大西洋にかける �
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図１ MoncureConway（1832�1907）

Debenham&Gabell.

Conwayはヴァージニア州スタッフォー

ド郡の生まれ．父親は奴隷を所有する

農園主にして事務弁護士．Conwayは，

ハーヴァード大学神学部にはいりユニ

テリアンの牧師を目指す．そこで知り

合ったEmerson（1803�82）からは大

きな影響をうける．やがて奴隷制度廃

止論者となり，ヴァージニア州が奴隷

制度を肯定していることを非難する．

1854年にユニテリアン牧師として説

教壇に立つも，反奴隷制度の説教をし

たために解雇．アメリカを逃れて英国

にわたり，ロンドンの SouthPlace

Chapel付牧師として評判となる．

SouthPlaceChapelでの最初の説教は

1863年5月6日のことであった．こ

の教会堂は信教の自由を説くことで有

名であり，水を得た魚のように過激な

説教で評判になったという．Rossetti

と Whitmanの間をとりもちPoemsby

WaltWhitman出版に貢献した．

図２ 『ブレイクとホヰットマン』（全2

巻）

東京：同文館．1931［昭和6］年�1932

［昭和7］年．柳宗悦と寿岳文章は京都

でこの雑誌の刊行を始めた．柳がホイッ

トマン，寿岳がブレイクの編集を担当．

木版の表紙デザインは柳，その彫版は

黒田辰秋，紙はオランダの手漉紙など

を手本に寿岳が越前で特別漉かせた紙

を用いた．製本は寿岳夫妻を中心に手

綴じで行われた．



1．1868年ロンドン

ロセッティ編『ホイットマン撰集』（1868）

『ホイットマン撰集』は、ロセッティ自身による「序文」（・Prefatory

Notice・）と『草の葉』初版（LeavesofGrass,1855）に付された「序文」

（・Preface・）、そしてホイットマン詩群から成る。ホイットマン詩は、1867年刊

『草の葉』第4版に基づくが、「デモクラットの歌」（・ChantsDemocratic・）、「ド

ラム・タップ」（・Drum Taps・）、「ウォルト・ホイットマン」（・Walt

Whitman・）、「草の葉」（・Leaves ofGrass・）、「別れの歌」（・Songs of

Parting・）と分類・配列されている4。

「序文」のなかでロセッティは、英国側のホイットマン悪評に触れつつも5、

ホイットマン詩の特徴は、「主題と理解の幅広さ、詩人が見つめ表現する対象

への没入の激しさ」であると言う。人間を観察するときもホイットマンは、彼

らをまるで「木々が歩いている（・astreeswalking・）かのように」見つめてい

る6。ホイットマンが見ている光景は、「幽霊のような実体のないものであり、
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�橋」（TransatlanticContacts）のひとりとしてConwayに着目するが、日本とアメリ

カを結ぶ橋いわば「太平洋にかける橋」（TranspacificContacts）となった人物とし

ては、雑誌『ブレイクとホヰットマン』（1931［昭和6］�32［昭和7］図２）を刊行し

た柳宗悦と寿岳文章がいる。

４ ただし、LeavesofGrass（1855）・Preface・に見られる不適切と判断された箇所や

言葉は削除された。

５ Rossettiは、・PrefatoryNotice・�のなかで、Whitmanの人柄を知るにはConway

が 1866年に発表したエッセイ ・WaltWhitman・（TheFortnightlyReview,vol.xxxv

［15October1866］）を見よと書いている。

６ ・PrefatoryNotice・7.これは一見奇妙な表現だが、後述するように、Rossettiに

よるSwedenborg的解釈と理解すれば納得できるだろう。というのも、Swedenborg

によれば「木」は「真理」の表象である。JamesHindmarsh,ANewDictionary

ofCorrespondences,Representations,& c.ortheSpiritualSignificationsofWords,�



それは下に隠れたもっと大きくてもっと深遠な実相の仮面にすぎない。目の前

の光景はその実相の絶え間ない告示（intimations）でありまえぶれ（auguries）

なのだ」とロセッティは言う7。「告示」や「まえぶれ」という言葉は、直ちに

われわれにワーズワスやブレイクを想起させ、ロセッティのホイットマン理解

の背後にはブレイクらが潜んでいるのではないかと思わせる。

次にロセッティは、ホイットマン詩の本質には、スウェーデンの哲学者・科

学者・神秘思想家エマニュエル・スウェーデンボリ（EmanuelSwedenborg1688�

1772；図3）の「特異で印象深い直感あるいは啓示が見られる」と鋭く指摘す

る8。
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ThereisasingularandimpressiveintuitionorrevelationofSwedenborg・s:thatthe

�Sentences,& c.asUsedintheSacredScriptures（London:1794）;TheSwedenborg

Concordance:ACompleteWorkofReferencetotheTheologicalWritingofEmanuel

Swedenborg,ed.Rev.JohnFaulkeenPotts,6vols.（London:SwedenborgSociety,1888）

を参照。

７ ・PrefatoryNotice・7.言うまでもなく ・intimation・はWilliamWordsworthの傑作

・Ode:IntimationsOfImmortalityFrom RecollectionsOfEarlyChildhood・を、

・auguries・はBlakeの ・AuguriesofInnocence・を直ちに連想させる。Whitmanは字

義性（literality）の詩人だという Rossettiの表現にもBlakeの存在を感じてしまう。

W.B.YeatsがBlakeの特徴を・atooliteralrealistofimagination・（・WilliamBlakeand

hisIllustrationstoTheDivineComedy・,Essays［NewYork:1924］147）と指摘したこ

とを想起しよう。

８ BlakeとSwedenborgについては、注42の他に、HarveyF.BellininandDarrell

Ruhl,eds.,BlakeandSwedenborg:Opposition isTrueFriendship（New York:

SwedenborgFoundation,1985）参照。WhitmanとSwedenborgについては、Anders

Hallengren,・AHermeneuticKeytothetitleLeavesofGrass・,inInSearchofthe

Absolute:EssaysonSwedenborgandLiterature,ed.StephenMcNeilly（London:

SwedenborgSociety,2004）45-59;ArthurVersluis,TheEsotericOriginsoftheAmerican

Renaissance（Oxford:OxfordUP,2001）156�170他。最近のSwedenborg伝としては、

LarsBergquist,Swedenborg・sSecret:ABiography（London:SwedenborgSociety,2006）.



上記引用の前半は、ほとんどスウェーデンボリの主著『天国と地獄』

（HeavenandHell）の要約と言ってよい10。「天国全体はひとりの人間の姿」をし

ているとは、おそらくスウェーデンボリの「巨人」（・GrandMan・）理論への言

及だろうし、「照応」（・correspondence・）という言葉は、「照応」理論というこ

れもまたスウェーデンボリ思想の中核を占める教義を念頭に置いてのことだろ

う。「巨人」と「照応」は、後述するように、ホイットマンとブレイクの「親

戚」関係を考察する上でも非常に重要な鍵語であり、「スウェーデンボリ値」

によって双方の「親戚度」を計るときのいわば計測器のようなものでもある。

『ホイットマン撰集』には、カーライル（ThomasCarlyle1795�1881）などと並ん

で、スウェーデンボリからの一節、恐らく『天国と地獄』の一節が、エピグラ

フとしても掲げられていたことを想起しておこう。当時ロセッティがスウェー

デンボリに夢中になっていた様子は、画家スコット宛て書簡（1857年12月5日

付）にも明らかだ11。
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wholeofheavenisintheformofoneman,andtheseparatesocietiesofheaveninthe

formsoftheseveralpartsofman.Inalargesense,thegeneraldriftofWhitman・swrit-

ings,evendowntothepassageswhichreadasmostbluntlyphysical,bearastrikingcor-

respondenceoranalogytothisdogma.Hetakesman,andeveryorganismandfacultyof

man,astheunit thedatum fromwhichallthatweknow,discern,andspeculate,

ofabstractandsupersensual,aswellasofconcreteandsensual,hastobecomputed.9

９ ・PrefatoryNotice・8.

10 EmanuelSwedenborg,ATreatiseconcerningHeavenandHell,andoftheWonderful

ThingsthereinasHeardandSeenbytheHon.EmanuelSwedenborg,tr.ThomasHartley

（3rded.;London:1789）Nos.89�90.

11 Rossettiは、・Ihavebeenreadingalso,withgreatdelightandwonder,Swedenborg・s

HeavenandHell,whichIamsureisfullofprofoundestspiritualtruths, perhapsreal

bonafide・revelation・・と書いている。・ToWilliamBellScott,5December1857・,in

SelectedLettersofWilliamMichaelRossetti,ed.RogerW.Peattie（UniversityParkand�



スウィンバーン『ウィリアム・ブレイク 批評的エッセイ』（1868）

『ホイットマン撰集』の編者ロセッティに捧げられたスウィンバーンのブレ

イク論は、1865年にはすでに完成していた。スウィンバーンのブレイク論は、

ブレイク作品の分析、詳細なコメンタリー、情熱的な賛美とからなる。たとえ

ば『天国と地獄の結婚』（TheMarriageofHeavenandHell,1793）は、「ブレイ

ク作品中もっとも偉大な作品である。高貴な詩と霊的な思索という点で18世

紀最大の作品である」とやや褒めすぎと思われるが、一方、ブレイク作品を

「神話」と位置づけたことは、スウィンバーンの功績であるといえるかも知れ

ない12。
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図３ EmanuelSwedenborg（1688�1772）

制作年代等不詳．

ApocalypsisRevelata（1766）を手にし

たSwedenborgの肖像．スウェーデン

生まれの鉱山技師であったが当時のヨー

ロッパ最大の哲学者，科学者，神秘主

義思想家となる．彼が精通した学問領

域は，数学，物理学，天文学，宇宙科

学，鉱物学，解剖学，生理学等々．天

界の秘儀や死と死後の世界について

語り，真のキリスト教とは何かを

説き，「創世記」を読み直し，神，宇

宙，人間について夥しい数の神学著

作を著した Swedenborgの影響は，

Blake,Flaxman,ColeridgeからBalzac,

Baudelaire, Emerson, Yeats, Jung,

HenryJamesSr等に至る．松岡正剛

（『遊学 I』）あるいは大江健三郎（『人

生の親戚』）も参照．

�London:PennsylvaniaStateUP,1990）91を見よ。

12 Luke,ed.,xiv.



本稿にとってもっとも重要なことは、『エルサレム』（Jerusalem,1804）解説を

ひととおり終えたところでスウィンバーンは、突然、「その詩作品が、ブレイ

クとまったく同じかあるいは似ていると思われるひとりの詩人を思い出す。目

指すものが巨大で、細部は大胆、ほかの詩人とはまったく似ておらず、自己へ

の態度は一貫しており、外側は奇妙だけれど内側は正気」な詩人としてホイッ

トマンの名前を挙げ、延々4頁近くにもわたって、ブレイクとホイットマン

の類似点あるいは共振関係を述べたことである。

スウィンバーンはさらに続けて「ふたりの表現や思索に見られる何気ない大

胆さ」は、とてもよく似ていると言い、「人を殉教者や預言者にするところの

神聖な献身と無償の愛は、ふたりの詩人に顕著である……作品の外見も細部も、

つねにそして必然的に一致し重なり合う」、「さーっと通り過ぎる風のような音、

星のような輝き、広大な海の上を横切る羽根の広がりと狂喜、自由を求める断

固たる内省的愛、共感の深さと軽蔑の激しさ……、絵画的集中と没我のもつ強

烈で絶対確実な力」も共有すると語る14。

スウィンバーンのホイットマンに対する熱狂的賛美は、やがてホイットマン
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ThepointsofcontactandsidesoflikenessbetweenWilliamBlakeandWaltWhitman

aresomanyandsograve,astoaffordsomegroundofreasontothosewhopreachthe

transitionofsoulsortransfusionofspirits.ThegreatAmericanisnotamorepassionate

preacherofsexualorpoliticalfreedomthantheEnglishartist...Fromthefreshfree

groundofeitherworkmannothingisexcludedthatisnotexclusive.Thewordsofeither

strikedeepandrunwideandsoarhigh.Theyarebothfulloffaithandpassion,compe-

tenttoloveandtoloathe,capableofcontemptandofworship.Botharespiritual,and

bothdemocratic;bothbytheirworksrecall,eventosountaughtandtentativeastudent

asIam,thefragmentsvouchsafedtousofthePantheisticpoetryoftheEast.13

13 Swinburne300�301.

14 Swinburne301�302.



を裏切るような形で冷えきってしまうものの、ホイットマンとブレイクのエネ

ルギーが共振・共鳴したことをスウィンバーンは感じ取っていた。ふたりの魂

のバイブレーションを察知したスウィンバーンの優れた詩的感受性は、次に見

るように、コンウェイのさらなる洞察を導くことになる。

コンウェイ「評論」（1868）

スウィンバーンのブレイク論（1868）の書評であるコンウェイの「評論」は、

わずか5頁足らずの短いエッセイだが、1860年代英国において、どのような

視点からブレイクとホイットマンの「親戚」関係を捉えようとしていたかを伺

い知ることのできる貴重な資料である15。

コンウェイのスウィンバーン書評は、超絶主義者にして政治的リベラリスト

という立場からのものであることに先ず注意したい。トマス・ペイン（Thomas

Paine1737�1809）
16の優れた伝記作家としての顔をもつコンウェイは、アメリカ

の奴隷制を激しく非難しアメリカ独立を明確に主張したペインと同時代のブレ

イクとを比較対照しながら「評論」を展開させる。そのような視点から、コン

ウェイは、アメリカ独立戦争に霊的解釈を施したブレイク作品『アメリカ』（

AmericaaProphecy,1793）を基にブレイクを超絶主義的デモクラシーの預言者と

見なす。コンウェイによれば、ペインとブレイクは、アメリカに対して同じよ
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15 Conwayについては、図1解説、Johnd'Entremont,SouthernEmancipator:Moncure

Conway,theAmericanYears,1832�1865;MaryElizabethBurtis,MoncureConway1832

�1907（NewJersey:RutgersUP,1952）などを参照。SouthPlaceChapelについて

は、WarrenSylvesterSmith,TheLondonHeretics1870�1914（London:Constable,

1967）104�131.

16 ConwayのPaine観については、Paine伝としては最も初期のものであるConway,

TheLifeofThomasPaine（London:Watts,1909）を参照。BlakeとConwayについ

ては、ShirleyDentandJasonWhittaker,RadicalBlake:InfluenceandAfterlifefrom

1827（London:Palgrave/Macmillan,2002）96�102にも言及あり。



うな夢を持ち同じようなヴィジョンをアメリカに実現させようと似たような

「ヴィジョンの政治学」17を展開したと語る。

ここまで筆をすすめてきたコンウェイは、冒頭で用いた神秘主義は真理の水

槽のようなものだという比喩を再び持ち出し、ホイットマンをアメリカにおけ

る「ウィリアム・ブレイクの再登場」だと次のように高らかに宣言する。

ブレイクは、「人間の胸の内にはあらゆる神々が住む」（・Alldeitiesresideinthe

humanbreast・）と叫ぶ荒野の預言者であったとコンウェイは語り、『天国と地

獄の結婚』からの一節（TheMarriageofHeavenandHell11;E38）をリフレインの

ように繰り返し引用する19。この一節にスウェーデンボリの影響がある事は、

すでに指摘されている20。コンウェイは、スウィンバーンによるブレイク作品

の分析は一貫性のあるものだったと評価し、「道徳的汎神論者」と自己を位置

づけるスウィンバーンの立場を肯定し、ブレイクのグノーシス的側面を見事に

要約しつつ、スウィンバーンのブレイク論は今日の詩的・哲学的文学にとって
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Thisstrangefireneededadeepcistern,nodoubt.Ithasburstforthagain,however,and

nowinthelargeandfreegeniusofWaltWhitman,bythetraditionalandtheologicallan-

guageandformareentirelyignored,andNatureandLife,withoutregardtolinesofgood

andill,areeverywherelovedandcelebratedasthephysiognomicalexpressionsofthe

all-fairunity.Onthisre-appearanceofWilliamBlakeinAmericaMr.Swinburnehas

touchedinthespiritofliterary,ratherthanhistoricalorphilosophicalcriticism.18

17 MarkSchorer,WilliamBlake:ThePoliticsofVision（NewYork:HenryHolt,1946）.

18 Conway218.

19 Blakeからの引用は、TheCompletePoetryandProse,ed.DavidV.Erdmanwith

CommentarybyHaroldBloom（Berkeley:UofCaliforniaP,1982）に依る。Eと頁

数で表す。

20 W.H.Stevenson,ed.,Blake:theCompletePoems（1971;3rded.London:Longman,

2007）117n.



きわめて貴重な成果であると「評論」を締めくくる。

コンウェイの「評論」には、「アメリカ」「自然」「スウェーデンボリ」とい

う言葉が鍵語として何度も出てくる。なかでも、コンウェイが繰り返しスウェー

デンボリに言及しているのは注目に値しよう。スウィンバーンは、ブレイクの

『天国と地獄の結婚』の解説部分において少しだけスウェーデンボリに言及し

ているが、それ程突っ込んだ議論を展開したわけではない。しかし、コンウェ

イはおそらくスウィンバーン以上に、ブレイクにとってのスウェーデンボリの

重要性を洞察し、ブレイクがスウェーデンボリを嫌った理由やスウェーデンボ

リの長所と短所にも繰り返し触れる。ブレイクとホイットマンの共通性に言及

する箇所でも、コンウェイは、スウェーデンボリを持ち出す。

スウィンバーンは、ブレイクとホイットマンの共通性について「ブレイクも

ホイットマンもともに霊的でありともにデモクラティックである」と書いた。

「魂の移動や霊の注入」は、ふたりの詩人に共通するとスウィンバーンは述べ

ているが、これは汎神論的思想の特徴でもありスウェーデンボリにもいうまで

もなく類似した思想がある。超絶主義思想 「個人一人ひとりには神聖な個

性が備わっており、その個人が内面の欲求に忠実に生きて、自己の可能性を実

現すれば人類の理想は実現する」 とも通底する21。コンウェイは、父親の

所有する50人から60人の奴隷たちも「また初歩的なものではあれ独自のス

ウェーデンボリ主義と超絶主義を信奉していた」（・theirownrudimental

SwedenborgianismandTranscendentalism・）22と語っており、つまりは、スウェーデ
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21 渡辺利雄『講義アメリカ文学史 全3巻』（研究社、2007）第1巻、250頁。コ

ンウェイは、Whitmanには一見・Orientalliterature・のたしなみが無いように見える

が、事実は恐らく異なるだろうと、・WaltWhitman・と題したエッセイの中でも記し

ている。MoncureConway,・WaltWhitman・,TheFortnightlyReviewxxxv（Oct.15,

1866）:538参照。

22 引用箇所を含む原文は以下の通り。・...forthesehumbleandignorantsouls,denied

thereadingoftheBible,hadconceivedasymbolism oftheirown,andburdensof�



ンボリ思想と超絶主義思想とは共存し得るということなのである。スウィンバー

ンにしてもコンウェイにしても、汎神論、スウェーデンボリ思想、超絶主義と

いう言葉に厳密な定義を与え差異化をはかった上で慎重に用いたわけではない。

従って、ここでもこれら3つの思想史的・宗教史的吟味には立ち入らない。

しかしながら、これら3つの思想が、互いに排他的とはならず相互に重なり

合い共有する部分があると理解されていたこと、それが「人間の胸の内にはあ

らゆる神々が住んでいる」というブレイクの言葉に集約されている、と彼らは

考えていたことを確認しておきたい。

２．どのタイプのブレイク？

「全米反奴隷制新聞」（NationalAnti-SlaveryStandard）

1868年ロンドンにおけるブレイクとホイットマンの接点が、スウェーデン

ボリ主義にあったことが明らかとなった。ここでホイットマンが初めて出会っ

たブレイクは一体「どのタイプのブレイク」であったかを推測してみると、実

は、アメリカで最初にブレイク作品が紹介されたのは、「全米反奴隷制新聞」

（NationalAnti-SlaveryStandard）という週間紙であったという事実が大いに参考

になる23。この新聞は、ボストンに本部を置くアメリカ反奴隷制協会（American

Anti-SlaverySociety）の機関紙として、1840年6月から1870年4月までニュー・
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�prophecy,andhadchangedthefieldsonwhichtheytoiledintothepavementsofthe

NewJerusalem,glorifiedwithspiritsarrayedinwhite.Thecantphrasesofthewhite

preacherswhomtheylistenedtohadbecomealivetothem,andmingledstrangelyin

theirspeechandhymns;theyhad,too,theirownrudimentalSwedenborgianismand

Transcendentalism・（myitalics）.SeeMoncureConway,TestimoniesconcerningSlavery

（2nded.;London:ChaplanandHall,1865）4.

23 AndrewM.Stauffer,・TheFirstKnownPublicationofBlake・sPoetryinAmerica・,

NotesandQueries（March1996）:41�43.



ヨークで発行された。紙名からも明らかなように、反奴隷制度を掲げたこの新

聞は、1842年3月と9月にブレイク作品を紹介している。ホイットマンの年

譜を見ると、1841年にはニュー・ヨークに戻ってきているので、この週間新

聞に掲載されたブレイク詩を読んだ可能性は十分にある。最初に紹介された作

品は、「黒人の少年」（・TheLittleBlackBoy・;E9）であった。『無垢の歌』（1789）

（『無垢と経験の歌』［SongsofInnocenceandofExperience］,1794）所収のこの作品は、

アフリカ生まれの黒人の少年が、黒人も白人と同じ肌の色となるような天国を

夢見ており、そうすれば白人のイギリスの少年も黒人の自分を好きになってく

れるだろうという趣旨の作品である。

ブレイク作品を「全米反奴隷制新聞」紙上で紹介したのは、1841年5月か

ら1843年5月までこの新聞の編集長をつとめたリディア・マライア・チャイ

ルド（LydiaMariaChild）であったといわれる24。チャイルドは、スウェーデン

ボリに深い関心を抱いた人物で、当時友人のひとりエリス・ローリング（Ellis

Loring）に宛てた書簡のなかで、「黒人の少年」を想起させるようなことを伝え

ていた。つまりチャイルドは、「あるゆるものが変容して白黒が逆転するよう

な天国」というスウェーデンボリ的天国観（つまりは「黒人の少年」の夢）につ

いて語っていたという25。実際、この週間紙に頻繁に寄稿していたユニテリア

ン派の知識人たちは、スウェーデンボリ主義と超絶主義の思想に深い影響を受

けていたといわれる。1832年にブレイクの超自然的側面を強調した「ブレイ

クの想い出」（・MemoirsofWilliamBlake・）が掲載されたのも、おなじくスウェー
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24 Stauffer41�43.

25 Stauffer43n9.Childに関しては、CarolynL.Karcher,TheFirstWomaninthe

Republic:ACulturalBiographyofLydiaMariaChild（DurhamandLondon:DukeUP,

1994）が最も優れた伝記である。ChildとNationalAnti-SlaveryStandardに関して

は、本書の ・TheNationalAnti-SlaveryStandard:FamilyNewspaperorFactional

Organ?・267�294;ChildとSwedenborg（Swedenborgianism）については、14,29,118,

269他を参照。



デンボリ主義に深い関わりのある、ボストンで発行された『新エルサレム・マ

ガジン』（TheNewJerusalemMagazine）であった26。さらにこの雑誌も、1842年

に初めてブレイク作品のひとつ「仔羊」（・TheLamb・）を掲載した。アンドルー・

スタウファー（AndrewStauffer）は、「1840年代のニュー・イングランドにおい

て、政治・哲学・審美学をつなぐネット・ワークとしての反奴隷制度を主張す

る知的グループの間で、ブレイク作品は読まれていた」と結論づけている27。

ホイットマンがスウェーデンボリに深い関心を抱いていたことは、エマスン

（RalphWaldoEmerson1803�1882）のスウェーデンボリに関する講演を聴いて感

動したと漏らしていることや、1858年6月15日付けブルックリン「デイリー・

タイムズ」（DailyTimes）掲載のホイットマンの文章、「スウェーデンボリとは

何ものであったか？」（・WhowasSwedenborg?・）にも伺うことができる。この

なかでホイットマンは、「スウェーデンボリ信奉者たち その中にはわが国

の指導者たちも何人かいる は、スウェーデンボリほどアメリカの思想、神

学そして文学に顕著な影響力を及ぼしている人物はほかのどんな時代にもなかっ

たと主張している」と述べ、さらに「［スウェーデンボリは］地上に生きている

誰よりも、この国の未来の宗教に最も深いそして広い刻印を押すことになるだ

ろう」と書いている28。スウェーデンボリ信奉者たちが始めた雑誌『クリスチャ

ン・スピリチュアリスト』（TheChristianSpiritualist）の中でも、『草の葉』は、

スウェーデンボリの教義を部分的ながら具体的に表現した偉大な作品として好
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26 S.FosterDamon,・SomeAmericanReferencestoBlakebefore1863・,MLN（June

1930）:365�370.

27 Stauffer43.

28 TheUncollectedPoetryandProseofWaltWhitman,ed.EmoryHolloway,2vols.

（London:WilliamHeinemann,1922）vol.2,16�18.AndersHallengren,・AHermeneutic

KeytothetitleLeavesofGrass・,inInSearchoftheAbsolute:EssaysonSwedenborgand

Literature45�60.

29 Hallengren47.



意的に紹介されたことや29、1857年から 1858年頃のホイットマンの草稿

（・TheNewJerusalem・）に、スウェーデンボリが生前余り知られていなかったこ

とを嘆き、彼こそ3000年先を先取りした思想家であるとする言葉が残されて

いたことなども注目していいだろう30。

ブレイクがスウェーデンボリ主義に一時期心酔し大きな影響を受けたことは、

すでにブレイク研究の常識となっている。このことは、ブレイクが、スウェー

デンボリの著書のうち3冊 『天国と地獄』（ATreatiseconcerningHeavenand

Hell,1784）、『神の愛と神の智恵に関する天使の智恵』（WisdomofAngelsconcerning

DivineLoveandDivineWisdom,1788）、『神の摂理に関する天使の智恵』（Wisdomof

AngelsconcerningDivineProvidence,1790） に、とくに『神の愛と神の智恵に関

する天使の智恵』には夥しい書き込みをしていることにも伺うことができる。

先にも触れたようにブレイクは、新エルサレム教会の総会に妻キャサリンと出

席したものの、その後はスウェーデンボリに対して批判的な立場を取るように

なる。とはいえブレイクのスウェーデンボリへの関心は消えたわけではなく、

『ミルトン』（Milton,1804）や『エルサレム』などにはスウェーデンボリからの

影響が見え隠れしている。1809年の個展にブレイクは、スウェーデンボリの

『真のキリスト教』（TrueChristianReligion,1781）31を題材にした絵画（・Number

VIII.ThespiritualPreceptor,anexperimentPicture・）を1点展示しており、このこ

とは、「聖なる師」（・adivineteacher・）としてのスウェーデンボリへの関心と敬

愛の気持ちは生涯変わらなかったことを示している32。
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30 EmoryHollowayはSwedenborgからの影響を強調する。Holloway,ed.Vol.2,16n.

31 正式題名は以下の通り。TrueChristianReligion;containingtheUniversalTheologyof

theNewChurch:whichwasForetoldbytheLord,inDaniel,chap.Vii.5.13,14andinThe

Apocalypse,Chap.Xi.1,2,2vols.（London:1781）

32 EdithJ.Morley,ed.,Blake,Coleridge,Wordsworth,Lamb,&c.,beingSelectionsfromthe

RemainsofHenryCrabbeRobinson（Manchester:ManchesterUP,1932）5.



こうしてみると、ロセッティやコンウェイ、スウィンバーンらが鋭く見抜い

たように、1850年から60年代の英国において、ホイットマンとブレイクの共

通項あるいは双方を結ぶ媒介項のひとつは「スウェーデンボリ」であったと改

めて強調してよいと思われる。つまりふたりの詩人における「スウェーデンボ

リ値」の確認こそが、「親戚度」のバロメータとなると言えよう。そこで、双

方のスウェーデンボリ値の「質」（レヴェルではない）が問われることになる。

別な言い方をすれば、スウェーデンボリの何がふたりの詩人に訴えたのか。ス

ウェーデンボリの「恵み」とは何であったか。

３．スウェーデンボリ値で測るホイットマンと

ブレイクの「親戚度」

ホイットマンとブレイクの「親戚度」を測るバロメータとして、「反奴隷制」、

「照応」、「触覚」、「巨人」の4点に絞り、具体的に作品を取り上げて検討して

みたい。但し、ブレイクとホイットマンがスウェーデンボリに触れた時期には

おおきなひらきがあり（年齢差は約60歳）、さらに英国とアメリカという地域

差も考慮しなくてはならない。ブレイクがスウェーデンボリ思想に出会ったの

は、1790年前後である。一方、ホイットマンがスウェーデンボリに触れたの

は1840年代以降のことであろうか。

反奴隷制度の言説（AbolitionDiscourse）

ホイットマンに限らず当時のアメリカ人にとって、奴隷制度が最大の政治的・
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33 英国においても奴隷制は多種多様な派生的「言説」を生み出した。まとまって入

手可能なものとしては、とりあえずSukhdevSandhn,DavidDabydeenetal.,eds.,

Slavery,AbolitionandEmancipation;WritingintheBritishRomanticPeriod（London:

Pickering&Chatto,1999）6vols.をあげておく。



人道的・倫理的問題のひとつであったことは言うまでもない33。ホイットマン

のノートブックに刻まれた次の一節は、ホイットマン詩の主題を端的に物語っ

ている。

『草の葉』の詩形式と政治を論じるベッツィ・エアキラ（BetsyErkkila）に

よれば、奴隷制をめぐって政治・経済が揺れる当時のアメリカという国家身体

と、伝統の打破を目論む『草の葉』の主題や詩形式とはアナロジーの関係にあ

ると指摘する35。

ホイットマンの反奴隷制的イデオロギーは、ブレイク同様、スウェーデンボ

リの思想によってより強化されたと言えるであろうか。アメリカ反奴隷制協会

の機関紙であった「全米反奴隷制新聞」紙の編集者の多くが、先にも触れたよ

うに、チャイルドをはじめとしてユニテリアン派の知的グループに属し、超絶

主義的思想を持つスウェーデンボリ主義者であったことを考慮するなら36、ホ

イットマンの反奴隷制思想の背景にも何らかのスウェーデンボリからの影響力
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Iamthepoetofslaves,andofthemastersofslaves

Iamthepoetofthebody

AndIamthepoetofthesoul

Igowiththeslavesoftheearthequallywiththemasters

AndIwillstandbetweenthemastersandtheslaves,

Enteringintoboth,sothatbothwillunderstandmealike.34

34 UPPII.69,quotedinBetsyErkkila,WhitmanthePoliticalPoet（Oxford:OxfordUP,

1989）50,especiallychapter3.・ThePoetofSlavesandtheMastersofSlaves・44�67.

奴隷売買は、・adisgraceandblotonthecharacterofourRepublic,andonourboasted

humanity・であるとWhitmanは、・SlaversandtheSlaveTrade・の中で書いている。

BrooklynDailyEagle,March18,1846,quotedined.Holloway,Vol.2,106参照。

35 Erkkila50.

36 Stauffer43.



はあったと考えてもあながち的はずれとは言えないだろう。エアキラによれば、

1840年代後半から1850年代にかけてホイットマンは、講演（・lessons・と呼ん

でいた）のテーマをもっぱら「奴隷制」とし、当時のメモには「反奴隷制集会

（AntiSlaveryMeeting）に集まった聴衆に向けて講演する」と何度も記されてい

たという37。先にも触れたように、コンウェイが、父親の所有する奴隷たちに

ついて「彼らもまた初歩的なものではあれ、独自のスウェーデンボリ主義と超

絶主義を信奉していた」と証言していたこともまた、反奴隷制とスウェーデン

ボリの結びつきをより鮮明にするだろう。

83歳のスウェーデンボリが最後に英国にやって来たのは1771年、その翌年

にはロンドンで亡くなっている。1757年に最後の審判を見たとスウェーデン

ボリは書いているが、この年は奇しくもブレイク誕生の年でもあった。英国に

おけるスウェーデンボリの影響力は根強いものがあり、1789年には、ロンド

ンのグレイト・イーストチープ（GreatEastcheap）に設立された新エルサレム

教会（NewJerusalemChurch,1786年創設）の総会が開催された38。

スウェーデンボリ主義者たちが奴隷制度に強く反対していたことは、ブレイ

クとホイットマンの共通点を探るうえできわめて重要である。スウェーデンボ

リは、アフリカの奥地に住む人々は神から直接霊感を注がれた人たちであると

説いた。その結果、1779年、ノルヒェーピング（Norrk・ping）（ノルチョーピン

グ）に、スウェーデンボリ主義者たちによる奴隷制度廃止論協会が設立された。

ノルヒェーピング（ノルチョーピング）は、スウェーデン南東部ストックホル

ムの南西、バルト海の入江の奥にある人口12万人の港湾都市である。そして

ホイットマンの親戚58

37 Erkkila61.

38 NewJerusalemChurchの盛衰については,RobertHindmarsh,RiseandProgressof

theNewJerusalemChurchinEngland,AmericaandOtherParts,ed.EdwardMadely

（London:1861）を参照。



この協会の創設者のひとり、スエーデン生まれのカール・バーナード・ワドス

トロム（CarlBernhardWadstr・m1746�1799）
39は、1788年にロンドンに渡り、上

で触れた1789年の新エルサレム教会の総会に出席した。ブレイク夫妻もこの

総会に出席したことはよく知られている。ワドストロムは、さらにアフリカの

西海岸にあるシエラレオネ（SierraLeone）にスウェーデンボリ教義のひとつで

ある「夫婦愛」（・conjugallove・）に基づいた白人・黒人による自由共同体を作

ろうという計画の中心人物であった40。

アフリカ人は最も神聖な存在であるというスウェーデンボリの教えは、ブレ

イクの『アメリカ』において、「なんじ（オーク［Orc］）は、アフリカの暗黒地

にすむ神の似姿だ」（2:8;E52）に端的に現れている。先に触れた「黒人の少年」

は、もっとも完璧な「スウェーデンボリ詩」（・Swedenborgianpoem・）とも呼ば

れている41。またブレイク作品『セルの書』（TheBookofThel,1789;E3-6）は、上

に触れたアフリカの西海岸に白人・黒人による自由共同体を作ろうという計画

に、「ノン」を突きつけた作品であるという解釈がある。その解釈によれば、

『セルの書』の女主人公セルは、ユリや土くれや雲が勧める人生を受け入れる

ことを拒否するのであるが、セルの「拒否」は、つまりはスウェーデンボリの

自由共同体計画へのひいては彼の「夫婦愛」の原理への「ノン」に他ならな

い42。
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39 CarlBernhardWadstr�omに関しては、RobertRix,WilliamBlakeandtheCulturesof

RadicalChristianity（Aldershot,England:Ashgate,2007）91�92,94�95,96�98.

40 Swedenborgは、・conjugallove・ではなく・conjugiallove・とも書き彼独特の意味

合いを込めて使う。後者に関してOEDはSwedenborgの用例のみを引用。

41 KathleenRaine,・TheSwedenborgianSongs・,BlakeandSwedenborg:OppositionIs

TrueFriendship73.

42 DavidWorrall,・Thelin Africa:William BlakeandthePost-colonial,Post-

SwedenborgianFemaleSubject・,TheReceptionofBlakeintheOrient,eds.SteveClark

andMasashiSuzuki（London:Continuum,2006）17�28.Blakeと Swedenborg

（Swedenborgianism）に関する文献は枚挙に暇がない。最近のものとしては、注8�



「照応」（correspondence）

ホイットマンとブレイクに共通する要素は、西欧文化に連綿と続いている

「霊肉」「心身」二元論つまり「霊魂」と「肉体」の上下関係を切り崩し、双方

の価値を等しいかあるいは逆転させる姿勢、もっといえば「肉体」を「霊魂」

の上位に置こうとする姿勢である。このようないわば「肉体の復権」とでもい

える視点は、自然界（肉体）と霊界（霊魂）は、異なってはいるが「ひとつ」

であること、二つの世界は不連続ではあるが「ひとつ」であること、そして自

然界のこちら側からそれに対応する霊界の向こう側を常に意識し続けよ、とす

るスウェーデンボリの「照応」理論によるところが大きいと思われる43。この

ことを裏付けるような具体的作品例は、ホイットマンにもブレイクにも枚挙に

暇がないほどである。先ず、ホイットマンの場合はどうだろうか。

ブレイクの場合はどうだろうか。
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Andifthebodywerenotthesoul,whatisthesoul?

（・Isingthebodyelectric・,8）44

・Behold,thebodyincludesandisthemeaning,themainconcern,andincludesandis

thesoul.・（StartingfromPaumanok,13）

�や注39で挙げたものの他に、やや古いが信頼できるものとしてMortonD.Paley,

・・ANewHeavenisBegun・:WilliamBlakeandSwedenborgianism・,Blake:AnIllustrated

Quarterly,13/2（1979）:64�90.

43 ・correspondences・理論がChildに与えた影響については、Karcher14他。

44 本稿における Whitmanからの引用は、JeromeLoving,ed.,LeavesofGrass

（Oxford:OxfordUP,1990）に依る。テクストについて編者は次の様に記している。

・ThetextforLeavesofGrassreprintedhereistheso-calledDeath-bededitionpublished

byDavidMcKay,Publisher,dated1891-92onthetitle-page.・



ホイットマンとブレイクの作品をスウェーデンボリ『天国と地獄』の一節と

比較してみよう。

スウェーデンボリは『神の愛と神の知恵に関する天使の智恵』に、「自然界

と霊界というふたつの世界は、非常に異なっていて双方の間に共通するものは

何もないのだが、それらは交流し合い、そう、照応によって結び合うように造

られている」と述べている46。『神の愛と神の知恵に関する天使の智恵』のこ

の一節に、ブレイクは大いなる共感を示す。ふたつの世界がひとつであること

を認識するのが、ブレイクのいう「詩の霊」（・PoeticGenius・）つまり想像力の

働きである。ブレイクは、従って、スウェーデンボリがふたつの世界の違いを

強調し始めると、途端に不機嫌になる。たとえば、スウェーデンボリが、太陽

には、霊界の「生きた太陽」と自然界の「死んだ太陽」のふたつがあるとして

「死んだ太陽そのものは主の力によって生きた太陽から造られた」（No.164）と

言うと、ブレイクは「生命が死を創造することなどどうしてできようか」
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Manhasnobodydistinctfromhissoul,forthatcalled

Bodyisaportionofsouldiscernedbythefivesenses,

chiefinletsofsoulinthisage.

（MarriageofHeavenandHell,4:8�10;E34）

First,then,itshallbestatedwhatcorrespondenceis.Thewholenaturalworldcorre-

spondstothespiritualworld,notonlythenaturalworldingeneral,butalsoinparticular.

Whatever,therefore,isthenaturalworldexistsfromthespiritual,issaidtobeitscor-

respondent.Itmustbeunderstoodthatthenaturalworldexistsandsubsistsfromthe

spiritualworld,justasaneffectexistsfromitsefficientcause.45

45 HeavenandHellNo.89.

46 引用は、AngelicWisdom concerningtheDivineLoveandconcerningtheDivine

Wisdom,tr.J.J.GarthWilkinson（London:SwedenborgSociety,1890）No.83に依る。



（E605）と反論するのである。「黒人の少年」に描かれた太陽の光も熱（暑さ）

も、スウェーデンボリの「照応」理論によって説明が可能だ。

「触覚」（touch）と性の政治学

ブレイクとホイットマンに共通する重要なスウェーデンボリの「恵み」ある

いはスウェーデンボリの遺産と思われるもののひとつに「触覚」がある。スウェー

デンボリのみならず、ブレイクやホイットマンにとっても、触覚は五感のなか

でも非常に重要な感覚であったことを確認しておきたい。

スウェーデンボリは、「触覚」が視覚や聴覚以上に「ヴィジョン」の状態に

入る際に重要な役割を果たしていると述べ、その触覚の働きを「実に驚くべき

ことには」（・whatiswonderful・）と繰り返し語る47。さらにスウェーデンボリは、

「触覚」を生殖行為と結びつけて五感のなかでも「すべてにまさる」と繰り返

し述べる。

ホイットマンもまた、『草の葉』28節で「触覚」に格別な意味を与えている。

カール・シャピロ（KarlShapiro）は、28節を「『草の葉』のなかでもっとも偉

大な瞬間のひとつ」と言い、J.E.ミラー（J.E.Miller）によれば、「（ここで詩人

は）新しいアイデンティティを獲得する。五感ではなく五感を悪しきものとみ

る幻想を浄化することによって得られたアイデンティティ」を、この瞬間にホ

イットマンは獲得したのだという。28節は、「5節で語られた肉体と魂の合体
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Conjugaldelight,whichisapurerandmoreexquisitedelightoftouch,surpassesallthe

restonaccountofitsuse,whichistheprocreationofthehumanrace,andthenceofthe

angelsofheaven.

47 HeavenandHellNo.402.この半覚半醒の状態は、Blake作品Miltonにも取り入れ

られている。



の後にやって来たものであり、49節におけるわたし（theI）とコスモス／大

宇宙（kosmos）との合体を予想する」と、エドウィン・ハヴィランド・ミラー

（EdwinHavilandMiller）は指摘する48。5節はホロウェイによれば『草の葉』の

なかでも最も「スウェーデンボリ的」と呼ばれる箇所だ49。
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28

Isthisthenatouch?Quiveringmetoanewidentity,

Flamesandethermakingarushformyveins,

Treacheroustipofmereachingandcrowdingtohelpthem,

Myfleshandbloodplayingoutlightningtostrikewhat

ishardlydifferentfrommyself,

Onallsidesprurientprovokersstiffeningmylimbs,

Strainingtheudderofmyheartforitswithhelddrip,

Behavinglicentioustowardme,takingnodenial,

Deprivingmeofmybestasforapurpose,

Unbuttoningmyclothes,holdingmebythebarewaist,

Deludingmyconfusionwiththecalmofthesunlightandpasture-fields,

Immodestlyslidingthefellow-sensesaway,

Theybribedtoswapoffwithtouchandgoandgrazeattheedgesofme,

Noconsideration,noregardformydrainingstrengthormyanger,

Fetchingtherestoftheherdaroundtoenjoythemawhile,

Thenallcometotheheadlandtowitnessandworryme.

Thesentriesdeserteveryotherpartofme,

Theyhaveleftmehelplesstoaredmarauder,

Theyallcometotheheadlandtowitnessandassistagainstme.

． ． ．

Youvillaintouch!Whatareyoudoing?Mybreathistightinitsthroat,

48 EdwinHavilandMiller,WaltWhitman・s・SongofMyself・:AMosaicofInterpretations

（Iowa:UofIowaP,1989）101.

49 Holloway,ed.16.



28節での「触覚」（・touch・）が、すぐれて性的な意味合いを持つことは、一

読して明らかでありまた多くの研究者の指摘するところでもある。「残虐非道

な略奪者」（・aredmarauder・）としての「触覚」による襲撃。『草の葉』のなか

で維持されてきたホイットマンのペルソナがそのバランスを失する瞬間である。

「裏切者のぼくの先端」（・Treacheroustipofme・）の反乱によって「ぼく」の身

体は硬直し、肉体と魂のバランスを失う。「触覚」＝「残虐非道な略奪者」が身

体の秩序を突き崩すとき、28節全体は俄然政治的ニュアンスを帯び始める50。

ブレイクにとっても「触覚」はきわめて重要な役割を与えられている。たと

えば、『ヨーロッパ』（EuropeaProphecy,1794）冒頭で、ブレイクは人間を五感

という洞窟のなかに囚われて身動きできない存在（・thecavern・dMan・;E60）と

して描く。この洞窟には5つの窓＝五感があり、人は「空気を吸い」（臭覚）、

「天球の音楽を聴き」（聴覚）、窓に絡みつく「ブドウを受け取り」（味覚）そし

て「永遠界のわずかな部分」を見る（視覚）ことができる。しかし最後5つ目

の窓つまり「触覚」の力で人はその洞窟の外に好きなときに出て行くことがで

きる（・Thro・one,himselfpassoutwhattimeheplease・,iii:5;E60）と書いている。

堕落した人間は五感に閉じ込められているというのが、ブレイクの基本的な考

えでありそこから脱出することができるのは5番目の おそらく西欧文化

において、五感の中でももっとも低い位置に置かれた 感覚である「触覚」
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Unclenchyourfloodgates,youaretoomuchforme.（下線筆者）

50 上記引用箇所の・worry・に注目したErkkilaは、この言葉は個人的であると同時

に政治的な意味合いをもつと指摘する（Erkkila105）。つまりここは、デモクラシー

の危機と触覚によって混乱させられた身体というふたつの事柄に関わる一節という

ことになる。Whitmanはしかし、この身体および国家身体の危機を、「触覚」と宇

宙の再生エネルギーを直結させることで乗りきろうとする。尚、Whitman詩の訳

文は、酒本雅之訳『草の葉』岩波文庫・上（岩波書店、1998）を借用した。



の力に依るとブレイクは言う。

触覚は肉体の特定部所に限定されず肉体全体を覆っていることから、スウェー

デンボリにおけると同様に、ブレイクにとっても触覚はサーマス（Tharmas）

の属性として五感すべてを代表する。そのサーマスは、「五感によって認識さ

れる魂の一部としての」「肉体」（・thatcalldBodyisaportionofSouldiscerndbythe

fiveSenses・,MHH4;E34）とその「活力」（・Energyistheonlylife,andisfromthe

Body・,MHH4;E34）をも表象することから、性的活力の源である「腰」に結び

つき、さらに触覚と同一視されることになる。

スウェーデンボリでは、ヴィジョンに包まれた状態（肉体から魂が出ていく瞬

間）が啓示されるときに触覚の果たす役割が格別重要なものとして描かれてい

たし、また、生殖にとっても本質的な感覚であった。同じようにブレイクにあっ

ても触覚は、堕落した人間の回復／復活には欠くことのできない五感のひとつ

として特別の意味が付与され位置付けされていることは注目に値するであろう。

さらに触覚は、性と結びつき性的恍惚感を人にもたらしそうすることで人を永

遠界へと導く力を持つとされる。ブレイクにあって触覚は、他の4つの感覚

のように「死んで」ではいないけれど「呪われた」感覚なのである。

「巨人」（・Grand Man・），「 大 宇 宙 」（・Kosmos・），「 巨 人 ア ル ビ オ ン 」

（・GiantAlbion・）

ロセッティ編『ホイットマン撰集』には、エピグラフのひとつとして次のよ

うなスウェーデンボリからの引用が掲げられている。ロセッティのホイットマ

ン観を伺うことのできる興味深い一節である。
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Thatangelsarehumanforms,ormen,Ihaveseenathousandtimes.Ihavealsofre-

quentlytoldthemthatmenintheChristianworldareinsuchgrossignorancerespect-

ingAngelsandSpiritsastosupposethemtobemindswithoutaform,ormerethoughts,

ofwhichtheyhavenootherideathanassomethingetherealpossessingavitalprinciple.



ロセッティが引いた一節は、天界が「巨人」の形姿をとり人間の各部位はそ

の巨人のそれらとの照応関係にあるという、スウェーデンボリ理論を述べた箇

所である。スウェーデンボリはさらに、「すべての天は……人間の形姿をして

おり、巨人そして神的人間（theGrandandDivineMan）と称される」、「人間は

巨人の姿をした最小の天界でありまた世界であるから、彼の中には霊界も自然

界も存在している」、「全天界は一人の人間を表象しその形姿は人間であり、そ

れゆえそれは巨人であることはすでに示した。つまり天界を構成する天使の社

会は、人間の肢体、器官、内臓のように配列されている」などとも書いてい

る51。

上記エピグラフには、当時スウェーデンボリに夢中になっていたロセッティ

が、ホイットマン詩に嗅ぎ取ったホイットマン詩の本質とでもいうべきものが

現れているのではないかと思われてならない。スウェーデンボリの「巨人」は、

霊界宇宙のすべてを包摂した聖なる存在であることから、ホイットマンの「コ

スモス／大宇宙」やブレイクの「巨人アルビオン」を直ちに想起させる。ホイッ

トマンは、「大宇宙」（・KOSMOS・）をこう歌っている 「（整然たる大宇宙とは）

多様を裡に含みつつ、それみずからは「自然」であり、／……信じる者も信じ

ない者も裡に収めて、しかも何にもまして堂々たる愛の持ち主、／……太陽と

月をそなえたわたしたちの地球ばかりか、それぞれにおのれの太陽と月をそな

えたほかの地球たちまで信じる者、／男であれ女であれ、一日のためではなく

てすべての時のためにおのれ自身の家を建てつつ、さまざまな種族、時代、日
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Tothefirstorultimateheavenalsocorrespondtheformsofman・sbody,calleditsmem-

bers,organs,andviscera.Thusthecorporealpartofmanisthatinwhichheavenulti-

matelycloses,anduponwhich,asonitsbase,itrests.

51 HeavenandHellNos.59,9094.



付、世代が、／過去が、未来が、その家のなかに、宇宙さながら分かちがたく、

ともに住むさまを見る者のこと」。ホイットマンの「コスモス／大宇宙」は、

要するに、全宇宙、過去・現在・未来、人種などの他に、物質的なものであれ

知的なものであれ、あらゆるものを包含し得る「巨人」のことであろう。

・includes・,・and・,・all・,・contain・,・notonlybutalso・等が多用されていること

も、そのことを物語っている。言い換えれば、スウェーデンボリの「巨人」と

しての「霊界」とホイットマンの「コスモス＝巨人」としての「全世界＝現実」

とは、常に／既に相互参照の関係にあったということだろう。それが「照応」

の理論というものだ。

ブレイクの「巨人アルビオン」（・GiantAlbion・,Jerusalem27;E171）にも、スウェー

デンボリの「巨人」思想からの影響は明らかだ。スウェーデンボリの「神的人

間」などは、ブレイクの「聖なる人間の姿」（・HumanFormDivine・,Songsof

Experience,・ADivineImage・;E32）に直接つながるコンセプトのように思える。

ブレイク神話を構成する重要人物のひとりであるブレイクのアルビオンは、主

として後期預言書と総称される作品群に登場する神話的人物であり、とくにブ

レイク最後の大作『エルサレム』では中心的役割を果たす。アルビオンは、わ

れわれ個々の人間でありつつ人類全体を表象し、さらには宇宙や全世界の森羅

万象を含むものでもある。流出霊と称されるアルビオンの妻「エルサレム」は、

新約聖書「ヨハネの黙示録」に登場する「花嫁」にして神の聖なる都市である

ことから、エルサレムと合体するに至ってアルビオンは聖書世界をも包含する

存在となる。

４．ブレイクの墓に眠るホイットマン

こうしてスウェーデンボリを媒介としたホイットマンとブレイクふたりの詩

人の「親戚」ぶりを考察してきて、ようやくふたりの詩人を比較できる地点に

到達した気がする。本格的な論考は別の機会に譲るとして、もう少し双方の共
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通点を考えてみたい52。たとえば、ふたりの詩人の「テクスト」の肌触り。彼

らのテクストはともに「生きて」いる あらゆるものが詰め込まれたホイッ

トマン作品『草の葉』は、それ自体絶えず分裂・増殖を繰り返す得体の知れな

い生きもののように思える。ホイットマンのテクストが、17�18世紀英国顕微

鏡文化の話題を独占した「ポリープ」（polyp）だとすれば、ブレイクのテクス

トは、グノーシス的強度の磁場に支えられた大小無数の渦巻きからなる「運動

体」である53。ポリープとは「多足」の意であり、この微生物は、幾つに分断

してもやがて頭が生まれ尻尾が出てきていつのまにかひとつの生物になるとい

う。伸縮自在にして自分の身体の二倍も三倍もある虫をも平気で飲み込むこと

のできる「獰猛な生物」（・voraciousAnimals・）ともいわれるポリープは54、呼吸

するホイットマン・テクストそのものという印象を持つ。他方、運動体として
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52 WhitmanとBlakeを扱った論文を幾つか読んでみて、その比較のポイントがずれ

ているという印象を持つ。Blake研究の立場から見れば、それぞれの論者のBlake

理解が浅いかまたは的外れである場合が多い（逆もまた真なりであって、Whitman

に関して同様の危険性が本論にもあるだろう）。双方を比較する必然性が感じられ

ないと、論文としては読むに足りないものになってしまうような気がする。具体的

論文としては、MartinBidney,・StructureofPerceptioninBlakeandWhitman:

CreativeContraries,CosmicBody,FourfoldVision・（ESQ28［1982］:36�47）;Donald

Pease,・Blake,Crane,Whitman,andModernism:APoeticsofPurePossibility（PMLA

96.1［January1981］:64�85）他。

53 Whitmanテクストについては、堀内正規、「エマソンの・Self・とホイットマンの

・Myself・」および、梶原照子、「身体的な言説 WhitmanからLi-YoungLeeへ」

（『第80回大会Proceedings』164�166頁；161�163頁）を参照。堀内のいう三層か

らなるWhitmanの「自己」とくに〈ハイパー身体〉観は興味深い。Blakeとの決定

的違いと思われるのは、Blakeの「自我」は「自我滅却」（self-annihilation）の対象

にこそなれ、Whitmanのように肥大化することはないし巨人Albionと同一視され

ることもない。Jerusalem37［41］の画面中央に刻まれた巨人Albionの足下で、巻き

紙に腰をおろしペンを持つBlake自身の小さな姿がそのことをよく伝えている。

54 HenryBaker,TheMicroscopeMadeEasy（London,1769）97�99.
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図４ ホイットマンの墓石

Whitman自身による墓のスケッチ

（1890）．

GraceGilchristによれば，・Hismonu-

ment,ahugestonebankedagainstahill,

adesignhehimselfchosefromBlake・s

fineengravingofDeath・sDoor.・（・Chats

withWaltWhitman・212）

図５ ブレイクの《死の扉》（Blake・s

・Death・sDoor・）.Blake画，L.Schiavonetti

刻．1808．

RobertBlair（1699�1746）の『墓』

（TheGrave,1743）に Blakeが付した

挿絵12点のなかの1点．墓に入る老

人と復活した若者．肉体と魂，死と再

生をモチーフとする．この構図は

Blakeのお気に入りで幾度となく描い

ている．



のブレイク・テクストは、《エゼキエルの車輪》（Ezekiel・sWheels,1805）にとて

もよく似ている。ブレイク描く旧約の偉大な預言者による神のヴィジョン

（「エゼキエル書」1章）は、エゼキエルがシバー河畔で見た「四つの生きもの」

であり、それぞれが「四つの顔」をもつ「人間の姿」をして猛烈な渦巻きに包

まれている。ブレイクのテクストを読むとは、危険を顧みず捨て身でこの人間

と渦巻きが融合した運動体の直中に飛び込むようなものだ。

ホイットマンは、リチャード・モーリス・バック（RichardMauriceBuck）宛

書簡（1890年9月29日付）のなかで、自らの墓石（図4）の下絵について言及

している55。その下絵については、同じくバック宛書簡（1890年7月23日付）

で、それは「ブレイクの『死』」（・Blake・s・Death・・）から取ったと明記してい

る56。ホイットマンが言及したのは、《死の扉》（・Death・sDoor・,1808；図5）と

題され墓に入る老人と復活した若者を描いたブレイクお気に入りの構図だ

（『エルサレム』口絵はその代表的作品のひとつ）。グレイス・ギルクリストも「ウォ

ルト・ホイットマンとの語らい」を締め括る最後の段落で、「［ホイットマンは］

彼の墓石の素描を、ブレイクの死の扉の素晴らしい銅版画から選んだ」と書い

ている57。ホイットマンは、ブレイクが用意した墓に眠る準備をしていたので

はないかと夢想したくなる。「死」の入り口としての墓、しかし逆説めくが、

その墓の彼方にあるのは「生」である。死と再生は、実は幾度となく「死んだ」

と語るブレイクとホイットマンにお馴染みのモチーフのひとつであった。「確

かにわたし自身今まで1万回も死んだ」（・NodoubtIhavediedmyselftenthousand

timesbefore・,LeavesofGrass49）と語るホイットマンに対して、ブレイクはまる
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55 書簡からの引用は、WaltWhitman:TheCorrespondenceV:1890�1892,inEdwin

HavilandMiller,ed.,TheCollectedWritingsofWaltWhitman（NewYork:NewYorkUP,

1969）に依る。

56 Whitman詩における「死」については、田中礼『ウォルト・ホイットマンの世

界』（南雲堂、2005）103�123頁参照。

57 GraceGilchrist212.



でこの返答を予期していたかのように、「1757年11月28日ロンドンに生まれ、

以後何度も死んだ」（・Born28Novr1757inLondon&hasdiedseveraltimessince・,

・Blake・sAutographintheAlbumofWilliamUpcott・;E698）と書いていた。ここにも

また、スウェーデンボリの影が濃厚に漂っているような気がしてならない。
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